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虫の音がよわよわしく聞こえ、冬の訪れを予感させます。とはいえ11月に入ってからも日中
は暖かく、10年くらい前には11月3日に雪がちらついたことを思いだしています。その日は
「文化の道を歩こう」というイベントで暖かいチャイを呈茶して、「いってらっちゃ～い」
と送りだす企画をしました。この温度差に、まさに地球温暖化を実感しています。そしてタ
イの洪水も、3・11の大地震も、なにかしら地球が怒っているのか、もだえているのかわか
らないけれど何かが起きていると思う。

■ 11月の第2週12日の風"sのフェアトレード・デ－は、「も～やいこ」チョコ

「も～やいこ」とは名古屋弁で「一緒に」というような意味です。ピ－プルツリ－
の50gのフェアトレード・チョコ290円の一部を「も～やいこ」チョコとして販売
します。「も～やいこ」と書いたシ－ルが目印。300円でお買い上げ頂き、10円を
東日本震災の方へ風"sも同額寄付します。
寄付先は、いままでも2つの団体に寄付してきました「ネパリ・バザ－ロ」と「レ
スキュ－・ストックヤ－ド」。引き続き冬の寒さからなんとか寄付でしのいで頂く
ようにみなさんと思いをはせながら「も～やいこ」チョコとして販売します。

■ 「も～やいこ」チョコ500円以上買ってくださったかたに、風"sの10%割引券！

オ－ガニック＆フェアトレードのチョコに会いに来てください。半年間おまちどお
さまでした。これからも児童労働によるカカオの材料は使わないフェアトレードの
チョコを買うという、私たちは買い物から意志表示ができます。
クリスマスなど楽しいイベントにもフェアトレードのチョコやお菓子を参加させて
ください。パ－ティ－セットの提案もします。

■ 名古屋をフェアトレード・タウンにしよう会 発足して2年半がたちました。

略称「なふたうん」は名古屋をフェアトレード・タウンにするために2009年6月7
日発足2009年11月14日～2011年9月30日までの間に、



・チョコレ－トの来た道」のワ－クショップを通算20回480名の方が参加。
・その他のワ－クショップも通算17回、281名の方が参加。
・フェアトレードの講演会は学校など計24回計2301名の方が参加。

総計3000名余の方と出会いました。

■ 11月20日に「名古屋にフェアトレードを広めるための会議」開催

行政・学校・企業・各分野のNPOやNGO／一般の人などが参加して、名古屋に
フェアトレードを広めるためにどうしたらいいのか、それぞれの立場から意見交換
をします。
この会議が今後、名古屋がフェアトレード・タウンになるための推進母体になって
いくと思います。
道のりはこれから切り開く段階ですが、「なふたうん」いままでワ－クショップや
講演会や展示やバザ－やMAPづくりなどの活動を積み重ねてきたこと、そしていま
までの店運営の16年の年月から得た人とのつながりが、いまこうした段階を迎え
ることができたと思うにつけ、こつこつと続ける事の大切さを感じ、またいろいろ
な方の助けを借り、ここまできたことに感謝申し上げます。

■ フェアトレード・タウンになるってどんなこと？

フェアトレード・タウンにすること自体が目的ではなく、一人一人が住みやすい街
になったらいいな～という願いを行動していったらフェアトレード・タウンになる
と思います。
その思いは世界へとつながります。世界中の一人一人が住みやすいそれぞれの街、
その一人一人がつながっていることに気づくきっかけがフェアトレード。日常の買
い物から知る世界の人々の暮らし。私たちは、おかげさまで生きている。誰かを何
かを犠牲にして生きていくことは望まない。でも知らないでいることは、加害者に
もなり得る。
まずは知ること、そのきっかけを美味しいチョコやコ－ヒ－や紅茶に出会うことか
ら始まる街、それがフェアトレード・タウンだと思います。

① 名古屋の街なら、225万人として225のお店でフェアトレード産品を扱い、気軽
にフェアトレードに出会うことができます。
② 市内の学校が授業や学園祭などでフェアトレードを学ぶ機会をつくり推進しま
す。



③ 企業は、CSR（企業の社会的責任）の一環として社員食堂や売店でフェアト
レード産品を扱い、社員の意識向上とともに、社会に役立つ会社になります。
④ 行政・学校・企業・各分野のNPOやNGO／一般の人などが参加して、フェアト
レードを推進してゆくための企画・広報をします。
⑤ 名古屋市議会がフェアトレード推進してゆくための決議をします。
⑥ フェアトレードの推進により、地産地消のまちづくり等のコミュニティ活動と
連携ができます。

■ COP10の継承事業の一つとしてフェアトレードを、また2014年に開催されるESD（持続
可能な開発教育）の国際会議にむけて、有効なフェアトレードを題材にした国際理解教育を
広げたい！

今、フェアトレード・タウンは世界に1047（11月5日現在）、この流れの中に日
本もはいろうとしています。熊本では6月4日に世界で1000番目のフェアトレー
ド・タウンになりました。名古屋は200万人以上の都市としては始めてのタウンに
望みます。
フェアトレードと深くつながりのある生物多様性。貧困の解決が生物多様性を守る
とあるCOP10の前文。「なふたうん」がワ－クショップでフェアトレードを広め
るために推進してきた重要な位置をしめる国際理解教育。まさにESDです。
この時期に、フェアトレード・タウンが開花せずしていつ、世界と私たちの暮らし
がつながっていることに目覚める事ができるのでしょう。
遠い遠い話と思っていたフェアトレード・タウンの芽が出始めました。根っこを
もっと張ります。しなやかに芽を出します。みなさんも一緒にね！
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